
ユネスコスクールとしての取組

矢掛町立三谷小学校

１ ユネスコスクールの概要

世界中の学校と交流し、生徒間教師間で情報や体験を分かち合い、地球規模の諸問題に若

者が対処できるような新しい教育内容や手法の開発・発展をめざす。

基本分野

①地球規模の問題に対する国連システムの理解

②人権・民主主義の理解と促進

③異文化理解

④環境教育

⑤地域学習

２ 三谷小学校の取組

(1) 取組の概要

・ 生きる力を育むための体験活動として「学びのポイントラリー」を実施し、子どもた

ちが参加することでコミュニケーション力を伸ばす。

・ 地域の人々や自然・文化のすばらしさに触れることにより、ふるさとを愛する心を育

てるとともに、仲間や家族の絆を確かめ合う。

(2) 取組の目的

・ 児童にふるさとを愛する心を育て、ふるさとの自然を守るために環境問題を考えさせ、

ふるさとの環境を守るために自分の果たすべき役割をみつけて実行できるようにする。

(3) 具体的な取組

① 地域で学ぶ

ア 矢掛町の史跡で学ぶ（三谷学区内の史跡を中心に）

・圀勝寺 ・吉備真備公園 ・茶臼山城跡 ・洞松寺 ・福武邸 ・矢掛本陣

イ 学区の施設で学ぶ

・矢掛フルーツパークでの体験 ・圀勝寺「椿祭り」での地域学習発表（H25末より）
ウ 矢掛町学びのポイントラリーへの参加

・地域の運動、文化的行事等への参加・体験・研修

② 地域の人と学ぶ

ア やかげ学【県立矢掛高校との交流】

・矢掛高校生の学習支援、環境整備、行事運営

イ 地域支援ボランティア

・栽培活動（学校園で、ぶどう畑で） ・昔の生活、遊び体験

・学習支援（ぐんぐんタイム含む） ・環境整備 ・豆腐づくり

③ 地域の環境を考える

ア 環境美化活動

・花の栽培、地域への配布

イ リサイクル活動

・牛乳パック回収 ・空き缶回収 ・廃品回収 ・リサイクル面づくり体験

④ 「ユネスコ協会 ESDパスポート」活動への参加（H26より）


